
 
 

自分を省みる人になるため大人はどうすればよいか 
 

校長  山村 健史 

 
 先日、修学旅行がありました。コロナ禍等により全員の参加にならなかったことは残念でしたが、大き

な行事をまた一つ終えたことで学校としては少しほっとしています。６年生は修学旅行のテーマ「仲間と

ともにプライドをもって最高の修学旅行にしよう」を常に意識して自分の行動を節目節目で振り返り次ど

うするか意識し考えて行動していたようにみえました。 

 

 修学旅行に同行してくださる添乗員さんとの会話で次のような話をお聞きしました。欧米では子どもに

最初に履かせるファーストシューズをとても大切にしていて、それは赤ちゃんの頃から将来自立して自分

の力で歩いていくことを意識しているという考えらしいということでした。 

 

 人間には自己防衛本能があり、自分を守ろうとします。成長するにしたがって自分で考えて社会の中で

自立して生活していくようになります。つまり「それでは世間が通りません」ということは言ったりしな

いようにしていこうとします。しかし子どものときには社会性が未熟であるということもあるせいか、自

分を守るために自分中心の考えで自分に都合よく物事をとらえたり大人に話したりということがよくみら

れます。具体例として、自分を振り返ってみて考えたり話したりできないこともあります。 

 

 そのときに子どものそばにいる保護者の皆さまや我々教職員がどうすることが子どもの成長や自立につ

ながっていくのかということをいつも考えています。子どものうちに自分を振り返ってみる能力を身につ

けてあげられないと、子どものまま自分中心で自分に都合よいまま生きていくようになってしまいます。

それではおそらく大人になってから社会の中で他の人と協働して生きていくのは難しく、結局は子どもの

ためにならないということは容易に想像がつきます。 

 

私たち教職員はもとより、保護者の皆さまならなおさら、子どもがまわりの人々に受け入れられ、自分

の力で生きていけるようになってほしいと願っていることと思います。子どものまわりにいる大人として

最終的に子どもを守っていくことに異論はないですが、子どもが将来困らないように関わったり考えさせ

たりするのがきっと大切なことだと思います。子どものころは目の前のことしかみえません。そばにいる

大人が子どもの将来に対して見通しをもって今どうすることが本当に子どもを守ることになるのか、これ

からも考えていきたいと思っています。 
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９月２１日(水)・２２日(木)

の２日間、６年生が修学旅行
に行ってきました。「仲間と共
に、プライドを持って最高の
修学旅行にしよう」をテーマ
に、小樽・洞爺・留寿都方面
を巡り、最高学年らしくしっ
かりと行動することができま
した。晴天に恵まれ、思い出
いっぱいの楽しい２日間とな
りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもな行事予定 ＆ 

1 土   

2 日    

3 月 A 
委員会① ALT P)役員会④ 

P)ふれあい祭りスタッフ会議① 
心

4 火 変
４時間授業(給食なし) 

就学時健康診断・保護者説明会 
 

5 水 B+ 
きらめきタイム 13（算） 
P)ベルマーク集計① 

 

6 木 A 
朝チャレ 5 ALT 英語⑪ 

ピカルンデー        育成指導 

7 金 A 
前期終業式 全校朝会 L（認証式） 
TRY マスター10 表彰  
          

心 

8 土  秋季休業（～10/10）  

9 日    

10 月  スポーツの日  

11 火 A 
後期始業式 

PTA 運営委②  
心 

12 水 B+ 
きらめきタイム 1４（国） 
             職員会議日 心 

13 木 A 
社会見学(３年) 

英語⑫ ピカルンデー 

14 金  休業日（石狩管内の教職員研修会）  

15 土  開校記念日  

16 日    

17 月 A 
学芸会特割開始 生活実態アンケート 

委員会② ALT 絵本読みボラ 
 

18 火 A 
校外学習(２年千歳水族館)  図書ボラ 
P)ふれあい祭りスタッフ会議② 心 

19 水 B+ 
食育の日(4 年)  
千歳中職場体験(～20 日)  

20 木 A ALT ピカルンデー  

21 金 B 
校外学習(５年ダイナックス) 
実行委 S① P)ふれあい祭り前日準備 心 

22 土 変 
土曜授業② ３時間授業(給食なし) 
P)環境整備作業②  P)ふれあい祭り 心 

23 日    

24 月 B 諸費口座振替 ALT    育成指導 心 

25 火 A  心 

26 水 A 実行委員会②   

27 木 A ALT ピカルンデー  

28 金 B 実行委 S③     心 

29 土    

30 日    

31 月 A 
１日(火)日課変更(３年生以上６時間授業) 

まち comi 定期配信 
 

創意工夫展表彰 
 
 ６年１組の★★★★さん
が、千歳市小中学校創意工
夫作品展の創意（発明）工
夫部門で、連盟会長賞を受
賞しました。おめでとうご
ざいます。 

 
 
６月からスタートしたクラブ活動が終了しました。

今年度は、４～６年生の児童約１１０名が、５つの運
動系クラブと６つの文化系クラブに分かれ、全部で５
回の活動を行いました。異学年が一つになり、楽しく
活動に参加する様子が見られました。 

 
９月１２日（月）の中休みに、火災発生を想定した

避難訓練を実施しました。今回は、休み時間に子ども
だけで過ごしているような場面でもしっかり避難する
ことができる力を身に付けさせるため、明確な日時を
予告せずに実施しました。事前の学習の成果もあり、 
近くにいる高学年が上手に誘導
しながら、全員すばやく避難す
ることができました。今後も、
「自分の命は自分で守る」とい
う意識を高める教育活動の充実
を図っていきます。 

１０月の帰宅時刻は
１６時３０分です。 

 １年生は、９月９日（金）にハイ
ジ牧場へ行ってきました。動物を間
近で見たり、触ったりする活動を通
して、動物愛護の気持ちを高めるこ
とができました。２年生は９月１３
日（火）に、ＪＲを利用して新千歳
空港へ行ってきました。公共施設や
公共交通機関のはたらきを体感する
ことができました。学んだことをこ
れからの生活や学習に生かすことが
できるよう指導していきます。 

科技大生インターンシップ 
 
 ９月５日（月）からの１週間、公
立千歳科学技術大学の学生１名が、
インターンシップのため来校しまし
た。５日間ですべての学年の授業に
関わり、担任の補助をしながら子ど
もたちと積極的にコミュニケーショ
ンをとる様子が見られました。将来
に向けて、教員としての経験を積む
ことができました。 

土曜授業は、学校が子ども
たちに土曜日における充実 

した学習機会を提供する場の一つとして、千歳市全体
で取り組んでいる正規の授業日です。今後の実施予定
は、１０月２２日と１２月３日となっていますので、
ご理解とご協力をお願いします。 

 


